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ヌ・ロラン・ド・ジュシューの「形質従属の法則 Loi de la subordination des caractères」を
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この新しい運動や機能概念は「視覚への歩み (la marche à la vision)」(EC, 97)と言い直さ
れ、傾向という概念と結びつけられるのである。ベルクソンはここで、「視覚への歩みと
























































































最高傑作」(Gould, 1977, 邦訳 94 頁)と呼んでいる。フォン・ベーアはその第５注解で存













einem Homogenen, Gemeinsamen allmählig das Heterogene und Specielle sich hervorbildet)」


































































































」(Kant, 1790, pp. 295-296,邦訳 33 頁)と述べている。 





取るつもりで何を捨てるつもりかを精確に指示する(d’indiquer avec precision ce que nous allons en prendre, 






位置を一つの型に結びつける「連携の法則 Principe des connexion」によって分類を行った。 
(8) 「1830 年のキュヴィエとジョフロアの論争における争点は、生物化学における根本的な分かれ目、
動物の構造を説明するのにまず依拠しなくてはならないのは、機能なのか、形態の法則性なのかという
ことであった。」(Appel, 1987, p. 2, 邦訳, 4 頁)アペルが分析するように、この論争には様々な争点がある。 
(9) 相関の原理は『化石骨研究』で「有機的存在における形の相関の原理を用いれば、各生物は諸部分
の断片から厳密に識別できる」(Cuvier, 1812a, p. 58)と述べられている。 
(10) キュヴィエは目的論としてカントの名を挙げ「したがってカントの表現によれば、生物の各部分の
存在様式の理由は全体にあり、一方でなまの物質では各部分は存在様式の理由を自らのうちにもつ」
(Cuvier, 1800-1805, p. 6)と述べる。生気論では直接名は挙げられないが念頭に置かれているのは恐らくビ





年も、毎年同じ種の何百万もの個体にも続かせてみよ。」(Darwin, 1859, p. 189) 











(16) ベルクソンは引用雑誌名をArchives du Muséum d’histoire naturelle としているが、正しくはAnnales du 




動物の全器官の体制が神経系の体制と調和することは驚くべきことではない。」(Cuvier,1835 ,p. 69) 




の成体に似たりはせず、その胚に似ている。」(von Baer, 1828, p. 224) 
(19) E. S. ラッセルはフォン・ベーアが機能的視点や目的論の擁護、観察重視、キュヴィエほどではない
にしろ進化論の批判などの点で両者の類似を指摘している(Russell, 1916, 邦訳 136-138, 240 頁)。 
(20) cf. Spencer, 1881, p. 301. Spencer, 1886, p. 142. フォン・ベーアとスペンサーの関係については、cf. 
Gould, 1977, 邦訳 66, 172-175 頁。 
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